
よこ はま び じゅつ かん はらさんけい びじゅつ でんせつ だい てん かんしょう

横浜美術館 「原三溪の美術 伝説の大コレクション」展（2019 年 7 月 13 日～9 月 1 日） 鑑賞カード
てんじしつ さんけい

No. 36 （２つめの展示室「コレクター三溪」のコーナーにあります） 名前 （ ）

なんばん びょうぶ え ど じだい しょ き せいき ぜんはん し ほん きん ぢ ちゃくしょく かみ きん え ぐ ろっきょく いっそう さかいし はくぶつかん

≪南蛮屏風≫ 江戸時代初期（17世紀前半）／紙本金地着色（紙に金と絵の具）／六曲一双／堺市博物館

え み きづ かん

②絵を見て気付いたこと、感じたこと
いろ てんじ ちゅうもく

（色、かたち、展示のしかたにも注目してみましょう）

ひと なに

①どんな人たちが、何をしているでしょう

【みかたのポイント】
えが え なか ひと ふく かみ ちゅうもく み

①なにが描かれているでしょうか？ 絵の中の人たちの服そうや髪がたにも注目して見てみましょう。
え さく ひん お ま かんが

②この絵は、ふたつでセットの作品です。折り曲げたり、たたんだりできるようになっています。それはなぜでしょう。考えてみましょう。


